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Q15
初回接種と２回目接種までは41日以上の間隔（いわゆる６週間以上の間隔：参照p3）

をあけることになっていますが，事情により期間を短縮して接種したいのですが効果

はどうでしょうか。

経口接種されたワクチンウイルスは咽頭や腸管粘膜で増えて局所免疫を，さらに局所リンパ節など

の免疫担当細胞に到達し増殖して液性免疫を形成します。このようにワクチンウイルスが増殖している期間

は２～６週間といわれています。ポリオワクチンウイルスには３つの型がありますが，そのうちの増殖のよ

いⅡ型ウイルスが先に腸管粘膜で増えて，Ⅰ型やⅢ型ウイルスが干渉されて増殖が悪くなります。同じよう

に１回目に接種したウイルスが腸管で増殖しているときに２回目の接種を行うと，このウイルスは増殖しに

くくなるため，41日以上の間隔（いわゆる６週間以上の間隔：参照p3）をあけることがより確実な方法で

あると考えられます。できるだけ間隔を守った方がよいでしょう。

A

Q14 海外の特にポリオ常在地に，旅行や勤務に就く場合は，成人も追加の接種を受けた方

がよいといわれていますがなぜでしょうか。

現在のわが国は，ポリオワクチンにより野生の強毒ポリオウイルスは駆逐されています。このよう

な環境の中では，小児期にポリオワクチンの接種を受けなかったり，１回だけの接種で十分な免疫ができて

いないままでも，通常はポリオにかかることはありません。しかし，海外では，今でもポリオの流行のある

地域がありますので（参照p49，1．ポリオの項），そのような国に不完全な免疫のままで長期に滞在するこ

とは危険です。是非ワクチンの追加接種を受けてから出かけてください。小児期に２回の接種を受けた方も

用心のため，さらに追加の接種を受けることはよいことです。一般に成人がポリオに感染すると，症状が重

篤となり麻痺を起こす確率が高くなるといわれています。

A

Q13
外国で生ポリオワクチンの接種を受けた場合，その方法や回数に違いがありますが，

ワクチンの内容成分がわが国のものと異なりますか。また，帰国後に改めて接種すべ

きでしょうか。なお，不活化ポリオワクチンの接種を受けた場合はどうでしょうか。

現在世界で使われているポリオワクチンは，経口生ポリオワクチン（OPV）と不活化ポリオワク

チン（Inactivated Polio Vaccine：IPV）の２種類です。前者は，わが国のものと同じくセービン株を用い

たものがほとんどです。これは，WHOの定めた基準に従ってつくられており，１人分当りのウイルス含量

はどの国のものも同じと考えられています。しかし，接種の回数は３～５回とそれぞれ国の事情によりまち

まちです。その国の規定回数の接種を受けていれば心配ないと思われます。不活化ポリオワクチンを受けた

場合も，現在国内で使用できる不活化ワクチンがないため，帰国時に規定の回数に満たない場合には免疫を

確実にするため生ポリオワクチンを接種することを勧めてください。

A

Q12 海外渡航のため生後２カ月でポリオワクチンを接種したいのですが，効果や安全性は

どうでしょうか。

効果と安全性について問題はありません。WHO の免疫拡大計画（Expanded Programme on

Immunization：EPI）の中では，生後すぐのワクチン接種を勧めています。

　ただし，国内でのこのような接種は，任意接種として受けることになります。

A


